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による自由化の導入，競争の促進が急速
に進んでいます。一方，二酸化炭素やメ
タンなどの温室効果ガスによる地球温暖
化を防止するため，2005 年 2 月，温室効
果ガスの排出削減を規定した京都議定書
が発効しました。議定書の対象となる先
進国は，2008年，自社の製造工程において環境負荷低減を実現することはもちろんのこと，当社グループがいままで培ってきた技術・ノウハウを製品やサービスとして展開し，環境に貢献していくことも大変重要な使命と考えています。＊当社におけるエネルギー関連技術は大きく 2分野に分かれており，廃プラスチック利用，低品位炭の改質，IPP，LNGの冷熱利用などエネルギーの有効利用技術，もう一つはインバータを用いた圧縮機，還元鉄製造におけるエネルギー効率を高めた新製鉄プロセスなどの省エネ技術です。次号では，当社が取組んでおりますエネルギー関連技術を紹介させて頂きます。

（神保　淳，吉村　省二）

編集後記
＜生産プロセス・シミュレーション
技術特集の編集を終えて＞
＊生産プロセス・シミュレーション技術
特集をお届けします。この特集号では，
製造現場にスポットライトを当て，先進
，物流ではロット編成や工程間
搬送のやり方次第で在庫量が，圧延では
ロール荷重，潤滑油や振動次第で形状や
表面品質が，鋳造でも溶湯処理の偏析・
凝集次第で内部欠陥が，大きく左右され
ます。「神々は細部に宿る」の如く，もの
づくりの真髄は，操業方法をはじめ設備
保全や原料配合にまで遡る必要がありま
すが，一方で「木を見て森を見ず」に陥
ることなく，全工程の生産性や最終製品
の品質などの全体視点から細部にフィー
ドバックする姿勢が重要になっていま
す。
＊（プロセス）シミュレーションは，素
過程（物理現象やひとつの工程）から，
複雑系システム（全工程や最終製品）の
多様性（生産性や品質など）を予測・設
計する，すなわち「部分と全体」の両面

から最適化を図る技術です。




